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５月に入り、１７日が過ぎました。「ゴ
ールデンウイーク」の長期休みも終わ
り、緊張感も解け、徐々に学級や学校
生活にも慣れてきたのではないかと推
察しています。
そんな時期に怖いのが、気の緩みか

ら来る事故です。「心身ともに落ち着い
た生活」を続けてもらうために、「３つ
の箱」大切にしてほしいとお願いしま
した。
学校には、子どもたちの生活の状況

や気持ちを反映する「３つの箱」があ
ります。その３つとは、「靴箱」「筆箱」
「道具箱等」です。

「靴箱」
靴がきちんと揃っているということは、

ちょっとした所作にも心を込めていると
いうことです。靴の乱れは心の乱れ。逆
に言えば、靴をきちんと入れられれば心
を落ち着かせることができます。
「くつがそろえば 心がそろう」
靴をそろえることで、気持ちのスイッ

チ、モードの切り替えができるようにな
ってほしいです。

「筆箱」
鉛筆は削られているか、赤鉛筆や消し

ゴムなど、必要なものがそろっているか
等、筆箱の中身を確認することはとても
大切なことです。当然できるはずのこと
ができなくなってくると、生活も乱れが
ちになります。

「道具箱」または「収納箱」
容量が決まっていて、きちんと整理を

していないと、荷物がはみ出してしまい
ます。
必要なものがちゃんと入っていて、取

り出しやすいように整理されていること
が大事です。

この「３つの箱」をご家庭でも大切に
してください。玄関の靴はそろってい
ますか？筆箱の中身を確認しています
か？子どもたちの部屋は片付いていま
すか？

３つの「箱」を大切に 「本物」になるために
４月、一番最初の校長挨拶の中で、子
どもたちに「できるようになりたいこ
と」を見つけ、「一つでもよいからでき
るようになろう」という話をしました。
できるようになったことを継続すれば、
それは本物（プロ）へと近付いていき
ます。私も、「一人素足運動」を３４年
間続けてきました。椎葉の寒い冬を乗
り切ってこそ、真の「プロ」に近付く
と信じ、今も頑張っています。
さて、皆さんは、プロという言葉を

聞いて誰を思い浮かべますか？
連日連夜、スポーツニュースを賑わ

している、「大谷翔平」選手ではないで
しょうか。
「成功するとか失敗するとか僕には関
係ない。 それをやってみることの方
が大事」
これは大谷選手が言った言葉です。

日々の努力と周囲への感謝、思いやり
が彼の夢を実現させました。
大谷選手は、高１の時、「ドラ１ ８

球団」という目標を立て、マンダラチ
ャートを使って目標設定をしました。
大谷選手は、目標達成のために、まず
は８つの要素を書きました。

ここで注目したいことが、野球技術に
直結するものではないということです。
人間性の８要素 運の８要素
愛される人間性 ゴミ拾い
感性 あいさつ
思いやり 道具を大切に使う
礼儀 プラス思考
信頼される人間 応援される人間になる
継続力 本を読む
感謝 審判さんへの態度
計画性 部屋そうじ

日常生活を大切にしていることがよく
分かります。子どもたちには、地域に
住むいろいろなプロの方々から学ぶ機
会を数多く提供する予定です。その方
々から学ぶことはもちろんのこと、学
校や家庭での生活を大切にしてほしい
と思います。それが自分の夢を叶える
ことにつながるのではないでしょうか。


